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　原油や穀物などの商品相場の上昇、および機関投資家やヘッジファンドの積極的な市場参加を背景に、世界の

商品先物取引は近年急激な成長を見せている。一方で、日本の商品取引所の出来高は2003年度のピークと比較し

て06年度は45％減少しており危機的な状況を迎えている。日本の商品先物取引市場の成長のためには、改革マイ

ンドを持ち、取引ルールやインフラを整備し、信頼感のある市場形成を一刻も早く成し遂げることが必要である。
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コモディティ投資

　はじめに

　近代的な商品先物取引は日本で始まったと言わ

れている。大量の米生産とその売買市場の存在を

背景に、1730年、江戸幕府が大阪の堂島米会所に

米の先物取引を許可したことが起源とされ、ここ

に取引所が会員制として正式に発足した。取引形

態は、一定の手付金で売買契約を結び、将来一定


